
編 　集 　後 　記

今年度から本学会誌の編集委員となり，また今回の編集後記を仰せつかり，その任の重さを痛感し
ております．そして，当委員会において本誌にかかわる議題を検討する機会に接することで，あらた

めて医療福祉学の重要性とその展望を再認識させられました．
本誌は，非常に多種多様な分野の方々がかかわる学際的な領域を対象としている反面，その根底に

は「医療」と「福祉」というわれわれ人間に共通の問題を内包したテーマを収斂する場でもあると考
えられます．それは，一見無関係に見える体育・スポーツという私の研究領域においてもしかりです．
私事で申し訳ありませんが，地域社会における体育・スポーツの振興・普及を調査・研究する過程に
おいても，人々が生活する場面においては常に「医療・福祉」の問題を避けて通ることができないの
が現実であり，その視点を忘れることはできません．
学問がますます細分化している現代において，それら諸科学を再び同じステージに立たせ集約する

には多大なエネルギーが必要だと思います．本誌編集にあたる中で，そのエネルギーの源は投稿して

いただいた会員の方々の「医療福祉」に対する共通認識であり，また投稿論文を査読いただいた先生
方の貴重なご意見にあることを実感させられました．
医療福祉学先達の業績はもちろん，本誌が今後もより発展していくために，会員及び会誌にかかわ

る方々のいっそうのご協力を切にお願いいたしたく思います．
編集後記を終えるにあたり，今回本誌に多数投稿いただいた会員をはじめ，論文の査読に対して貴

重な時間を割いていただいた方々に，心より感謝申し上げます．
編集委員 　　米 　谷 　正 　造
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